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ボロカーバイドYNi2B2Cは、ポイントノードを持つ異方的 s波超伝導体であると考えられ

ている。また、この物質は極めて異方的なバンド構造を持つことが報告されている [1]。つま

り、異方的なバンド構造が異方的なギャップを実現させている可能性があるといえる。そこで

我々は、渦糸コア近傍での局所電子状態密度分布（LDOS）が異方的なフェルミ面を仮定した

さいにどの程度その異方性の影響を受けるか、ということを、準古典理論に基づいた解析的理

論 [2]を用いて調べた。

まず、異方的フェルミ面として、単純な simple cubic Tight-Binding Model

εk = α + β(cos kx + cos ky + cos kz) (1)

を用いて、等方的 s波超伝導体、d波超伝導体のそれぞれにおいて LDOSパターンがどのよう

になるかを調べた。

図 1: フェルミ面が異方的な場合の渦糸
コア近傍の局所電子状態密度パターン。
(a)等方的 s波超伝導体。(b)ノードが
軸から π/4回転した方向にある場合の
d波超伝導体。(c)ノードが軸方向であ
るd波超伝導体。(d)用いたフェルミ面。

その結果、等方的 s波とd波では、フェルミ面の異方

性の影響の強さが異なることがわかった (図1(a),(b))。

また、d波超伝導体のギャップノードの位置を回転さ

せると、大きく異なるLDOSパターンが得られた (図

1(b),(c))。これは、フェルミ速度の方向とギャップノー

ドの方向との関係が LDOSパターンに大きく影響を

与えることを意味する。

次に我々は、バンド計算によるYNi2B2Cのフェルミ

面の特徴を捉えた近似的なフェルミ面を用意し、ペア

リング対称性をさまざまに仮定してYNi2B2CのSTM

実験結果 [3]を再現するよう試みた。その詳細は当日

の講演において発表する予定である。
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